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MPO による水星大気の紫外線観測 

UV spectroscopy of the Mercurian atmosphere 
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マリナー１０号の観測により水星の大気には水素が含まれていることが発見された。水素とヘリウム以外の成

分については、希ガスや酸素等の存在量の上限しか推定されていない[Broadfoot et al., 1974, 1976]。 
しかし、当時の紫外線分光器では、水素とヘリウムしか観測することができなかった。これは、大気の存在量が、
当時の紫外線分光器の検出限界以下であったことが原因ではあるが、３０年経った現在でも、真空紫外光学素子に
これを十分に克服できるほどの大きな進歩はない。そこで、我々はBepi-Colombo計画のMercury Planetary Orbiter 
(MPO)に最近の光学素子技術を踏襲した全く新しい紫外線分光器の搭載を提案する。 
 
 
マリナー１０号の観測により水星の大気には水素が含まれていることが発見された[Broadfoot et al., 1974]。

しかし、マリナー１０号による２回のフライバイ観測ではデータが限られているため、中性水素原子のグローバル
な分布、スケールハイト、温度・風速が太陽風動圧変動や水星磁気圏サブストームにどのように応答するかは明ら
かにされていない。また、マリナー１０号の紫外線観測では、水素がヘリウム以外の成分については、希ガスや酸
素等の存在量の上限しか推定されていない[Broadfoot et al., 1974, 1976]。（そもそも、水星大気の組成に関し
ては、H,  He, Ｎａ,  K, Ca の５つしか確認されておらず、このうち後者３つは地上観測から発見された。） 
 マリナー１０号の紫外線観測で当時の研究

者は、水星大気中に存在するヘリウム、アルゴンのような質量の軽い希ガスの観測から、水星大気の進化について
新たな議論の進展を期待していたはずである。また、ネオンは放射壊変では生成されない為、太陽風起源か惑星形
成時のものと推定され、ネオンの輝線の検出に成功すればネオンが水星大気中にとどまっている時間、あるいはそ
の存在量を見積もることができる。しかし、当時の紫外線分光器では、水素とヘリウムしか観測することができな
かった。これは、大気の存在量が、当時の紫外線分光器の検出限界以下であったことが原因ではあるが、３０年経っ
た現在でも、真空紫外光学素子にこれを十分に克服できるほどの大きな進歩はない。そこで、我々は Bepi-Colombo
計画の Mercury Planetary Orbiter (MPO)に最近の光学素子技術を踏襲した全く新しい紫外線分光器の搭載を提案
する。 


